
デジタルボルトメータ基板及びキットの説明書
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ＣＰＵ７８Ｋ９２２２（プログラム書き込み済み）実装済み基板

部品面

測定電圧入力最
大20Vまで

＋

－

電源20V～８Ｖ

＋

－

ＧＮＤ
Ｘ１
Ｘ２

ＶＣＣ
ＲＥＳＴ

ＣＮ１

ＩＮ２

ＩＮ２はプログラム
されていません
無効端子です

○ＣＮ１はプログラム書き込み端子
　出荷時書き込み済みです。

測定範囲：0～+20V
消費電流：約50mA

用途：電源装置の電圧監視、バッテ
　　　　リ充電時の電圧監視、ＣＰＵ
　　　　の書き込み端子を設けてい
　　　　るので78Kシリーズのプログ
　　　　ラム評価用に最適。

○電源端子のマイナス（ＧＮＤ）と
　 電圧測定端子ＩＮ１のマイナスは共通です。
　 自分の電源電圧を測定できます。
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１、ハンダ面にＬＥＤを取り付ける

ＬＥＤの角のところ少し欠けている、ここを図の向き
のように取り付けます

２、部品面に部品表の部品番号（シルク番号）を
　　確認して部品を実装してください。はんだ付け
　　もして下さい。

ハンダ面 部品面

ＬＥＤの足２４ヶ所
ハンダ付け

ここに注意

使用の注意
　　このキットはＮＥＣのＵＰＤ７８Ｆ９２２２と言うＣＰＵを使用して、評価用として製作した電圧計です．
　　測定値の精度は測定器として保証するものではありません、普通の２．５ＣＬＡＳＳのアナログメータ
　　位の精度はでていると思いますが、重要な計測には使用しないで下さい。使用した結果に対し損害
　　事故、補償するものではありません。またこの電圧計を使用しての如何なる事故、損害も補償しません。

３，校正

電源をD_METERに加えて、入力に基準となる
電圧を加えて、その電圧と同じ表示になるよう
にＶＲ１を調整してください。

プログラム済みCPU

参考
デジタルテスタと、００６Ｐ（９Ｖ）の電池を準備し
て、００６Ｐ両端の電圧を測定しながら本機で同
じ９Ｖの両端を測定してデジタルテスタの読み
値と同じになる様に半固定ＶＲ１を調整する。

デジット営業所　大阪市浪速区日本橋４－６－７
ＴＥＬ　０６－６６４４－４５５５
ＦＡＸ　０６－６６４４－１７４４
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